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〔I〕 秋田県衛生科学研究所の構想

昭和39年4月1日本研究所の機構が改革せられ， 1課

（総務課）と 6科（細菌病理科，理化学検査科，成人病

科，母子衛生科，食品栄養科，環境衛生科）とに編成さ

れた。従って業務の分担が行なわれ，人員の配置もあっ

て，職員の数も殖えて一応衛生研究所の姿が整うたので

ある。

しかし一般社会においてもそうであるように，研究所

という施設も要請せられた仕事の種類ないし性質と，仕

事の量によって妥当な線が浮び出るものと思われる。衛

生研究所は各都道府県に各々 1ないし 2, 3ある訳であ

り，業務としての基本的な仕事は大体同じようである。

しかl'.,地域または地方によって諸事情が異なるし，従っ

て業務の種類も衛生面に関する限りある程度の特殊性が

ぁつてもよい訳である。しかし技術面では日本国内ばか

りでなく，世界的に一定の水準以上のものが要請される

従って衛生研究所には形体として大小はあっても，施設

に不平等（数ではない）があってはならない。

かつまた地方の実情に応じた特殊な研究は行なうべき

であり，また行なゎすべきで，時には温かい援助の手が

差しのべられてもよい訳である。地方住民を執拗な病魔

に委ねておくということはあるべきことではなく，もし

も愛の心があらば温い手を隣人から地方住民に，地方住

民から諸外国へと差し伸ばすべきである。

以上のような理由から現在の当衛研機構は必ずしも満

足すべき状態にあるとは言えないが，人力には限度があ

る以上，不足不備は補わるべきものと思う。

〔Il〕 現職員並びに業務分担表

（昭和41年12月31日現在）

課 科 別 職 名l氏 名 当所発令 業 務 内 容

昭和
所 長 児玉栄一郎 29. 6,25 

総 務 課 課 長 太田勇治 39. 5, 1 

ク 主 事 梅沢信之輔 40, 4. l 庶務，会計一般

ケ ク、 佐藤アイ 41. 4. 1 庶務，諸統計

ケ ，， 戸嶋恭太郎 39. 4. 1 会計，現金取扱員，物品取扱員

ク 主事補 伊岡森晴子 40; 6. 1 受付及び歳入事務

，， 技能員 佐藤恒明 39.11. 1 機械室等の技術に関すること

ク 作業員 山田運治郎 36.11. 1 文書送達，雑務

ケ ク 伊藤秋悦 36. 8. 28 動物飼育，雑務

細菌病理科 科 長 藤沢宗一 21.11.~ 

ク 技 師 小林運蔵 41. 4. 1 結核菌検査，非定型抗酸菌の試験

，， ，， 庄 司 キ ク 19.10. 1 梅毒血清反応検査

ク ケ 茂木武雄 23. s.20 腸内細菌及び一般細菌検査

ク ，， 金 鉄三郎 39. 4. 1 食中毒検査．野兎病検査．実験動物管理

，， ，， 坂本昭男 21.10. 1 ウイルス試験，電子顕微鏡管理

理化学検査科 科 長 斎藤 ミ キ 21. 2.28 
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ク 技 師 芳賀義昭 39. 6.20 薬品試験，食品試験，温泉分析

ク ク 高山和子 25. 7.10 水質検査，放射能調査

成人病科 科 長 欠

，， 技 師 今野 宏 39. 7. 1 動脈硬化の生化学的研究，集団検診

，， ，， —船木章悦 39. 1. 1 高血圧者の臨床検査， 集団検診

母子衛生科 科 長 小西玲子 39. 4. 1 

ク 技 師 小野山．直子 39. 7. 1 母子衛生の生化学的研究，集団検診

食品栄養科 科・長 菊地亮也 41-4. 1 

ク 技 師 宍戸 勇 32. 4. lC 食品栄養試験，研究

環境衛生課 科 長 所長事務取扱

，， 技 師 船木忠一 39. 7.1( 公害等環境衛生の試験検定

（ウイルス） 兼 務 須藤恒久 39. 8.2( （本務県立中央病院微生物検査科長）

（衛生動物） 非嘱常託勤 園部寿昭 39. 4. 1 （本務秋田経済大学講師）

〔IlJ〕 昭和41年度予算決算額調

歳 入
II 

歳 出

科 目 l決 算 額 I科 目 l内 訳 予 算 額 l決 算 額

円 円
予算額と同額使用料及び手数料 562,885 総 務 費 82,'Z.75 

諸 収 入 654,388 総務管理費 職員手当 5,968 

旅 費
.. 

43,8m 

企 画 費 需 用 費 30,00( 

役 務 費 3,000 

衛 生 費 35,410,901 

衛生科学研究費 報 酬 180,000 

給 料 15,184;348 

職員手当 8,545,285 

共 済 費 1,605,565 

賃 金 36,00C 

報 償 費 48,00C 

旅 費 863,534 

需 用 費 4,917,338 

役 務 費 175,914 

委 託 料 335,00C 

使用料及び賃借料
'. 

218,767 

工事請負費 17, lOC 

備 品購入費 3, 284,05( 

ノロ 計 1,217,273 35,493,676 



〔IV〕業務内容

本県衛生研究所の業務内容は，総括的にいえばすでに

機構の項で述べたとおりである。ただ近来試験検査また

は研究の要請されている分野は第1ウイルス部門である

この部門は現在細菌病理科の中に包含されているが，内

容に特殊な面が多い故に 1科として独立すぺきものであ

ろう。殊に疫学面にはなお不明の点が多く，予防治療面

からものそ発展が期待されている。

第2は公害である。公害というものの中には数多くの

項目があるので，全国的とは言え，秋田の実情と将来の

発展を見透した調査研究が望ましい。公害は目下主とし

て環境衛生科で取扱っているが，人員の面で困難がある

し，器具機械の面でも同様である。

(1) 総務課の業務内容

1 職員，その他の公印の管守に関すること。

2 人事，予算に関すること。

3 衛生科学研究所の運営，事業の企画ならびに業務

の連絡調整に関すること。

4 文書の収受および発送手続ならびに保管と関する

こと。

5 物品の購入および修繕等の手続きに関すること。

c 検体の受付並びに手数料の取扱い，および整理に

関すること。

7 諸統計の調査報告に関すること。

8 庁舎の維持管埋および防災に関すること。

9 その他各科の業務に属しない事項など。

(2) 細菌病理科の業務内容

1 法定伝染病およびその他の各種伝染病の細菌学的

試験検査および研究に関すること。

2 細菌性食中毒の起因に関する細菌学的検査並びに

研究に関すること。

3 結核菌，その他の抗酸性菌の試験検査及び研究に

関すること。

4 井戸水，水道水，河川水，その他水，氷菓子，雪

などの細菌学的検査に関すること。

5 一般食品，乳製品，清涼飲料水等の細菌学的検査

に関すること。

6 梅毒血清反応，ワイルフェリックス反応，寒冷凝

集反応，その他の血清反応並びに血液型の試験検査

及び研究に関すること。．

7 ウイルス，リケッチア，ファージ等の試験検査お
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よび電子顕微鏡による試験検査に関すること。•

8 寄生虫，原虫の試験検査iこ関すること。

9 培地作製に関すること。

10 実験用動物の飼育管理に関すること。

11 地方病（ポツ・リヌス菌中毒，肝吸虫病，・つつが虫

病，野兎病）の細菌学的，生物学的検査研究に関す

ること。

(3) 理化学検査科の業務内容

1 医薬品．化粧品，麻薬．覚せい剤，毒物，劇薬等

の理化学的または薬理学的試験検査に関すること。

2 医療資材，衛生用品等の試験検査に関すること。

3 薬物中毒の理化学的検査研究に関すること。

4 食中毒の理化学的薬理学的試験検査並びに研究に

関すること。

5 食品添加物，器具および容器包装の理化学的試験

検査に関すること。・

6 農薬および農薬中毒の理化学的検査に関すること

7 温泉分析に関すること。

(4) 成人病科の業務内容

1 成人病，特に高血・圧症，脳卒中，動脈硬化症．変

性々心臓疾息・，等の疫学的調査並びにその成因，予

防を目標とした調査研究に関すること。

2 糖尿病，腎疾息等の疫学的調査並びに実験的研究

に関すること。

3 成人病と関連のある環境，栄養，飲食品．気候，

風土，文化などの調査研究に関すること。

(5) 母子衛生科の業務内容

A 不幸な子供の生れない施策に関する調査

{I) 周産期死亡の実態

(2) 未熟児訪問カードの集計

(3) 妊娠中毒症の出生児への影響

(4) 精薄ならびに肢体不自由児の実態調査

(5) フエニールケトン尿症，血液型検査

B 妊産婦の実態ならびに調査

{I)妊産婦の貧血と栄養

(2) 妊娠中毒症ならびに後遺症の実態

c 乳幼児に関する調査研究

{I) くる病の実態ならびに予防に関する調査研究

(2) 3オ児検診に対する精神発育検査導入
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(4) 乳幼児発育の地域差に関する調査研究

(3) アンケート方式による母子衛生実態調査

(6) 栄養食品科の業務内容

1 食品の栄養学的分析に関すること。・

2 食品の保存，殊に越冬食品の保存法（防宵法）に

関する調査研究

3 各種食品，各種飲料の栄養価ならびに経時的変質

に関する調査研究

4 食品の防腐，漂白剤，添加物等に関する調査研究

5 調理による栄養価変動に関する調査研究

6 自然毒に関する調査研究

7 荒救食糧に関する調査，栄養学的研究並びに貯蔵

に関する研究

(7) 環境衛生課の業務内容

1 水（飲料水，井戸水，水道水，天水，河川水，浴

〔V〕 業 務 実 績

(A) 細菌病理科の業務実績

a 食中毒検体および食品についての検査実績

表1 食中毒および食品等の検査

：：こ I 1I ][ I IV 

食 品

糞便

食中毒 吐 物

菌株

動物試験

食 品 1乳製品

その他魚飼料

合計

湯水，涸泉水，工業用水等の調査および被害防除1こ

関する調査研究

2 大気汚染（降下煤塵，塵埃，有害ガス；自動車の

排気ガス）に関する調査

3 汚物処理，下水処理に関する調査

4 被服（含気，圧縮，通気，輻射熱の吸収および透

過吸湿，燃焼，物理化学的抵抗など）の試験研究

• 5 住家，集会湯，職楊等の通気，・照明，騒音，空気

の汚染度，湿度等の調査，疲労などに関する調査研

究

6 有害生物（凧族，昆虫等）の生態調査並びに防除

法に関する研究

7 農薬被害の調査並びに防除法に関する研究

8 放射性降下物の汚染に関する調査研究

（昭和41年1月～12月ヽ

v | VI I頂 Vlll 双 x |江t:xn:.

44 

計

2 

32 

1 

13 

14 

2 

1 

65 

備考 検査種目＝腸炎ビブリオ，ブドウ球菌，ウエルシュ菌，一般細菌，大腸菌群，血清型別，

毒性試験等。

（金 技師記）
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b 各種水の細菌学的検査実績

（委託検査分）

表2 （昭和41年 I月～12月）

検
ー II 

直 IV ＞
 

頂 河 珊 双 x
 

・xr 直 計―

欽 料 水

河 水

l云g口喜l
I和雙p"

浄 化 水

浴 槽 水

ク

ク

~
 

|
-
l
-
l
u
|
 

2 一

4
 

ー一

2
 

―

―

 

.

1

4

 2
 

2
 

5
 

26 

-

l

-

4
 

14 

4
 

計 3
 

15 6
 

ー ー 4
 

4
 

5
 

2
 

6
 

2
 

49 

（金 技師）

c
 

表3

梅毒血清検査実績

月別梅毒血清反応実施検数

方 疇 ＼ 門 I I JI I 皿 I 
ワ氏反応 3741 285|2851 
（緒方法） 1 （32) (30) (49) 

門ライター抗原fI I I I 
同上定量| 1| 3| 2| 

ラス板法 1(i魯I¥3闘忌l

）内の数字は陽性数

ガ

註

I

-

―
 

1

5

n

-

1

4
gJ 

I

V

-

2

3

2

3

 

汀
ー
＿

21-翡

V

-

2

9

2

0

 

』
国
―
円
31-206251（＿ 

-

l

-

4

)

 

VII-208 

9

)

 

9
5
 

1
3
 

(
-

悶

ー

―

珊＿ー。

3

)

 

9
2
 

1
2
 

（
 

畔
ー
一
ー
i
-

双
＿

2
5
5

（昭和41年 1月～12月）

： 6
)
-

4
8
 

2
2
 

（
 

ー
頃
刈
ー
—
-
l
i
-
0
7
7

頂
＿

2

u

2

0 賃口旦 I

（庄司技師記）

こ・3,113 
回 1

44, 

d 

表4

昭和41年度市販魚類の腸炎ビブリオ検査実績

市販魚類の「腸炎ビブリオ」調査成績

検 体

雌

区

能 代
-
9

，
ー
・
予
＾
蕊
＄
重
量

取日：：：：：ご検：数 1陽：数 1検体数］陽性数

し〗
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秋田

18 

船 III ，
 
14 

大曲

5 月 SOI ・111 SOI 101・ 1001 21 
• l 

7 月 so I 2 I so I 9 I 100 I 11 ●、

9 月 so I 3 I _ so I 6 I. 100 I・ 9 

5 月 50 10 50 8. 100 

7 月 so I 1 I so I a I 100 

9 月 so I 1 I so I 13 I 100 
l 

5 月 50 4 50 4 100 8, 

7 月 so I -1 I so I 4 I 100 -1 s 

9 月 so I 3 I so I 7 I 100 I - 10 
ヽ- - -

閲 3 回 600 2
l
o
 

4
u
 

7
 

(-

600 86 
{14.31/o) 

1,200 

0 備考～調査方法等については，研究編に発表する。

e ポツリヌス菌の調査実績

128 
(10.6¼) 
＇： 

（金技師記）

表5
（昭和14年度）

：体採：検体名贔可9詈日（口）：：1：:I::1::I:?::]:::::00誓I

琴浜村＼糞便| 75|| 150| 751 。1 | II I l l | | | _, 

大潟村 1土壌 2 

本 荘市は：タハtlI 7| 14| 14| 0| 1 1 1 | | | 1 | | 

10751 7| 2164|-469l門＿旦り 35| 26| 26| 26 

ポツリヌス菌の分離同定までの検査実数

計 52I 156I 132 1321 221 

（以上小林技師記）

f豚の日脳 HI抗体調査実績

表6 豚の日脳 H I抗体調査件数
（昭和41年度）

--
月 別 陽 性 豚 件 数

件贔（％） I 6 (%)1 7 (%)1 8 (%)| 
， 計

（％） 

秋田居場l 1so I 2 (6. 6) I 1 (3. 3) I。 I。 I 11 (36. 6)1 14 (9. 3%) 

横手 ク I 1so I 1 (3. 3) I 2 (6. 6) I。 I 3 (10) 1 9 (30) I 1s UO%) 

I。 r 18 (60) 
＇ 

大 館 ク
150 2 (6.6) 

゜ ゜
20 (13. 3%) 

計
450 5 (5. 5) 3 (3.3) 

゜
I 3 (3. 3) I 38 (42. 2) 49 (33¾) 

月別（． ）内％は毎月採血豚30頭に対する陽性率

下欄計の％は月計採血90頭に対する陽性率

右欄計の％は居場別計 150頭に対する陽性率 （以上小林技師記）
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g 各種細菌，特に赤痢菌に関する検査実績

表 7 細 菌 検 査 実 績、表

（昭和41年1月～12)

検査区;‘‘~9ll
ウイダール反応 II
塩・フェリック II

] I- | | 1 | 
；フス，パラチフス II . 11 • 1! I 11 ・ I I I . I 
病 原大腸ー巴ll__| l l＿＿し＿し＿l l 121 
サルモネラ ll | | | 1 1 | 1 11| 
真菌ll l2| | | | | | | 
赤痢菌々型 II I I(1}| l(1}|(2舒I(2{| 
赤痢菌薬剤耐性 11 | | | l l 4021 541 

菌 ll I含I 1| | | (151 1 
他 II I I I I I I I 
II (1f| (i1I (1!I (1!l (1}| (;三11(;!I 

24| 20| 22| 22| 24| 201 吋

6
.
)
-
1
 

4
 

（
 

赤 痢
ー

3
 

溶 連

そ の

烈
率
181

計

1 | ][ |直|nr | v | n | nI | vm |双|x| X[ |直 |l 計

(1冒！（1！|l]|l Ill l [| 
I l 1| | | | 11 

I I I II 
| | | ll 12 
l l 141言―可
| | I II 2 

口
i 18l 

I{| （悶luぢII
l| 18| 18II 

乱
一
ー
l
|
_
T
|
――四

M-_241

‘,‘ 
(
6
-

」

-

―

-
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註

表 8

1)各項目欄中，上位の数字は検査件数，括弧内は陽性件数を示す。

2)その他の欄は， 「生かき」の細菌検査である。

昭和41年 (1~12月），衛生科学研究所，保健所及び協会に

，於て分離した赤痢菌々型成績

SH flexnerl la1冒胃肩l益□1含凹叩I貫門いI!|
1 | 1「II I 4I I 4I I (1ji」|lI I I 1| :: ::]) 
| | | • | | | 1|1| | | | | | | 1 1| (0. 81ぶ

v.YUI 1| | I I III(1}I I II I 11:::!: 

| |(2:]で1 |(1月：11 11 1] |(4ぢ四 11 :I I ::I (92:き
註 秋田，能代，花輪，横手，湯沢保健所の菌株数は，赤痢集団発生時に分離した

赤痢菌（ ）内菌株数を含む。

ク ク

”. ”
 

ヵ ク

クク

Sh. sonnei 

”’
 ク

計

（以上茂木技師記）
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• h 結核菌検査の実績

結核菌検査についての業務は表9~11に示すとおりで 死亡は多いが，日本はその点から考えると低開発国並％

ある。検査できた期間は僅か3カ月間に過ぎず，本県に であることは遺憾である。・抗酸性菌の分布が東北地方に

•おける薬剤耐性結核菌を追跡することは不可能になつた 多いといわれているが，これは臨床的に誤診の問題を含

訳である。諸外国の例を見ると，低開発国において結核 むものと思われる。

表9 結核菌塗抹鏡検並びに培養、耐性試験成績

（昭和41年1月～3月） ••••••(1) 

口：？：検査件数［陽性件数 1陽性率％

塗抹鏡検 12 ， 75.0 

般 培養検査 36 20 55.6 

依 耐性検査
（結核菌陽性）

100.0 55 55 

頼 小 計 103 84 81.2 

ポ
塗抹鏡検

゜ス
培養検査卜 24 

゜チ
耐性検査

（結核菌陽性）
ユ 69 

゜I 
ブ 小 計 93 

゜ ゜ムロ 計 196 84 、. 42.9 

第10表 耐性試験成績ー一般依頼，ポストチューブの計

（昭和4i年 1月～3月）

｀ 苔
対照 耐 性 （単位り

tHt |-ltt|廿|+ | -
感性

o. 1 1 1 s 10 J12. s 20 I 25 J 40 so 100 

S M 34 1 

P A s 34 

I N H 34 

K M ， 
S F 4 

: 
T H 5 

C S 4 

計 1 124 I 331 151 4 3| 69| 27| 3| 12| l| 4| 2| 2| l| 2| - 1 

率％ 26. 6|l2. 1| 3.2 2.4jss.6:21.a1 2.4 9-71 o.a 3.2j 1.6 1-61 o.al 1.6 o.e 

註感性は，対照を 100とした湯合，その75％以下とした。
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第11表 結核菌塗抹鏡検並びに培養，耐性試験成績

（昭和41年1月～3月） ••••••(2) 

区分

塗抹鏡検二.竺—•••一•:I.---••(i: I― ---:I -·—---(i:—I 

培養検査;f-'-;_：し·：・一頼プ1―••••••••一(」:I――逗十·---—直I—•••-(2玄．一ば二Iポ了：一頼プ•I (;— 虐••• （土I （]  I 

ー ー 直 小計 I 合 計 I 陽性率％

合 計 6

)
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3

)
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5
 

1
5
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、ノ

5
9
 

2
 

＼ヽ
6

)

 

9
4
 

1
⑪
 

註 （ ）内は陽性件数を示す。

赤痢菌の容器内消長に関する実験実績

12 
(9) 75.o 

60 
(20) 33.3 

124 
(5$) 44.4 

196 42.9 (84) 

（以上茂木技師記）

表12 ・グリセリン保存液中の赤痢菌消長実験

（昭和41年度）

〇実験延件数 704件

〇比較実験

1.• 検体保存，室温と低温との比較

2. 選択培地（SS)と非選択培池 (B.T.B)の比絞

3. 保存液容器の比較

※ 詳細研究欄に記載

（以上小林技師記）

(B) 理化学検査科の業務実績

昭和41年 1月～12月中の業務実績は総括すると表1に

．示す如くである。

(I)水質試験

a 水道水精密検査

これは源水及び給水開始前の水道水について行なうも

のであるが，その成績は表2に示す如くである。

検査項目の中で， H）アムモニア性窒素と， （口）亜硝

酸性窒素は，同時に検出されてはならない，と現行水道

法に規定されていて，単独の基準は無いが，源水につい

ては注意を要する意味で，どちらか一方が検出されたも

のも基準外の項目欄え記載した。同欄中※印はそれであ

る。現行水道法に比べて基準外の項目を含むものは，総

件数82件中45件，約55％である。

，
．
ヽ
’
・

-
'
人
・
ド
｀
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心
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表 l 理化学検査科検査実績表

昭和41年 1月～1．2月

水

別 1月 2月 3月 14月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11

`7精:::mgm贔叩m

言 □□／＿上ユ験：：ニニロニ［ロニ土128!

薬鑑 定！ ： 

幻芸□ロニ＝二□
:I: 泉::--」―—上］—+上―」―い」上十一十←―| 13l 

放射能 Il 11| i 7| : 4| ! 4| i 13| ! 6|l,I : 3| l 8i l 10|l 15| i,I 
表に記した項目の他に，一般細菌数と大腸菌群の検査が入るので，不適件数は更に上廻わることが考えられる。

i 
i 99 

表2 水 質精密検査成績表

~I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 6 7 8 9 I 10 11 12 13 14 

H)アンモニャ性窒素 不 0.1 Q.04 Q.04 Q.04 Q.06 0. 04 不 不 不 0.02 不 2.0 o.~ 
（口）亜硝酸性窒素 不 不 0.1 不 不 不 0.001 不 0.001 不 不 不 不 不

し）硝・酸性窒素 0.12 Q.4 0.1 0.2 0.2 0. 06 0.2 0.2 1.1 Q.06 Q.06 0.02 不 0．伐

⇔塩素イオン 1'1. 3 26.5 29.7 35. 4 34.3 43. 2 21.9 21. 2il5. 2 14.8 6. 7 25.8 21.9 29.o 

過マンガン： 
紺カリウム消費 8.6 12.7 6.8 10. 5 6. 5 9.9 6.8 7.4 s.2 6.8 1 1. 1 6. 1 12.7 6.1 

N シ ア ン 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（卜）水 銀 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

け有 機 燐 不 不 不 ・不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（リ） 銅 不 0,006 不 Q.006 不 0. 008 o.ooa 不 不 不 不 不 Q.04 不

図 鉄 0.02 0.16 0.06 0. 15 0.39 0.1 0.1 0.1 0. 04 0.02 0.2 0. 05 0.02 0.1s 

囮弗 素 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（ワ） 鉛 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

佑）亜 鉛 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（ヨ）ク ロ ム 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
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り）砒 素 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 0.007 

（日マ ン ガ ン 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（ソ）フェノール 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（ツ ）硬度 31. 6 3 1. 6 36. 9 31.6 42.1 15.8 5.2 s.2 36.9 21.1 15.8 36. 9 21.1 31.6 

困水素イオン濃度‘ 6.6 6.8 6.7 6. 8 7.0 6.8 6.1 6.1 6.5 7.0 6. 6 6.5 7.4 7.2 

紡 臭 気 なし な しなし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

倒 味 なし な しなし な し な しなし なし なし なし なし なし なし なし なし

(-4色 度 1以下 10 3 3 11 1以下 5. l以下 1以下 1以下1以下1以下12 1以下

（ウ）濁 度 1以下 3 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下 l以下 1以下1以下1以下1以下1以下1以下

(/)蒸発残留物 80 129 125 137 13390 42 38 109 75 79 125 • 179 147 

基準外（不適）の 紺 H) 紺 ほ） (1) 紺 H) H)※ 
項 目 （り （口） 糾 （口） 紺

※はk）（口）どちらか一
．（ウ）

糾
力が検出されたもの

::ご|15 1 16 1 17 | 1819 |：□□ 23 | 24 | 25 | 26 | 27 l 28 
H)アンモニャ性窒素 1.4 

（口）亜硝酸性窒素不

り硝酸性窒素〇．02

⇔ 塩素イオン 63..l 

0.4 0.o2 不 0.021 0.02 不不不 o.021 1. 4 不不不

: :06 :.8: j不0.2 不0.4 :.4 :08よ。]2よ。: 40万2
34. 31 8. 81 48. SI 25. 5l 15. 61 12. 41 12. 71 46. 0 I 9. 9 1 • 41. 81 7. 01 8. 1 126. 2 

甜烹リマふ髯 ÌI15.11 13.61 10.81 6.11 6,11 8-91 5-51 5-51 4-9 j 5-8 j 8.6 I 5-5I 8-911.1 

りシ アン不不不不不不・ 不不不不不不不不

（卜）水 銀不不不不不不不不｀不不不不不不

朗有 機 燐不不不不不不不不不不不不不不

（リ） ・銅 不 o.041 o. 021 • o. 041 o. 0151 o. 0031 o. 011 o. 009I o. 003 不 0.01 不不 0.006;

図鉄 o. 6I 2. 6 I o. 051 o. 02I o. 15 I o. 04 I o. 03I o. 02 I o. 02 I o. o5I o. 5 I o. o5I o. 0110. 1 

囮 弗 素不不不不不不不不不不・不不不不

（9） 鉛 不不不不不不不不不不不不不不

佑）亜 鉛不不不不不不不不不不不不・不不

（ヨ）クロム不不不不不不不不不不不／不不不

i夕）砒 素 不不不 o.0021 o. 012 不 不不 不不 不不 不不

囮マンガン不不不不不不不不不不不不不不

（ソ）フェノール不不＇不不不不不不不不不不不不

（ツ）硬度 26.31 36. 91 21. 61 48. 11 21. ol 21. 61 10. 81 21. 61 21. ol 59-51 59. 51 21. 61 92. ol 32. 4 

（ネ）水素イオン濃度 7-31 1.11 7-41 1.11 1.11 1.11 6.21 6.21 1.21 7.41 1.21 6.81 7.81 7.1 

げ）臭 ｀ 気なしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなし

U) 味 なしなしなしなしなしなしなしなしなしなし 8 なしなしなし

糾 色 度 40 140 ! 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下 101 201 8.18 Is 

（ウ）．濁 度 1以下 l以下 l以下 1以下 l以下 1以下 l以下 l以下 l以下 5 j 32 ¥1以下l以下1以下

( J)蒸発残留物匁1 I 266 I 94 I 191 1154 152 165 I 64 118 I 96 I 2161 52 1153 ¥35 

基準外（不適） の H) しホ） しホ） ， （ム） H) （ム）
項 目困図 （ウ） 収）

図 （ム）（ム）
(4 ．（ウ）

む

k



9 9、.-→--

- 12 -

□-29  1 30 l □ 
：叫） ；ン硝｀性：：I： : : 

し＼硝 酸性窒素 o.OBI o. 061 o. 12: 

32 I 33 34 ] 35| 36 37 r 38 

不

不

39 I 40 I 41 42 

1. 6 1. 14 0.02 0. 11 不

不不不不不

不不 o.61 0.16 

不

不

不

不
0
1
0
4
 

0

0

 

2
 

〇

不゜
不

不

⇔塩素イオン I27.6 I 21.2 I 25.8 I 188.ll 37.SI ・2s.s112.4 

曲過マン ガン 酸
カリウム消費量 7-71 6.5 I 7-41 14-51 2s.s1 2-51 2.5 I 2.s1 2.5 13.41 6.o 13.41 3.41 3-'.i 

り シアン不不不不不不不不不不不不不不

（卜）水 銀不不不不不不不不不不不不不不

朗有機燐不不不不不，不 不 不 不 不 不 不 不 不

（リ） 銅 0.04 不不 0.00110.002 不 不不不不不 1.27 不不

図鉄 o. 4 I o. osl o. 421 o. 37 I o. 46 I o. osi o. 0021 o. 241 o. 221 ~- 31 0. ・05 不 o.・do.·o~ 

囮弗 素不不不不不不不不不不不不不不

（ワ） 鉛 不不不不不不不 不沐不．不 1.6 不不

伽 亜 鉛不不不不不不不不不不不 0.533 不 0.172

（ヨ） クロム不不不不不不不不不不不不不不

位）砒 素不 不不不不 0.015 不不不不不不不不

似マンガン 不 不 不 不 不 不不不不不不 0.43 不不

（ソ ）フェノー ル 不 不 不 不 不不不不不不不不不不

（ツ）硬度 21.01 37.91 32-41 92.01 21.61 32-4I s1.2I 21.6I 10.sl 21.6137.91119.1I 43.JI 32.、
は）水素イオン濃度 6.7 7. 2 8. 4 7. 4 7. 4 7.2 6. 8 7. 3 6. 0 6. o 6. 1 4.7 7. 1 6. 4I 

紡臭 気なしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなし

倒 味 なしな し な し な し な し な しなしなしなしなしなしなしなしなし

(4色 度 5 1以下10 8 54 1以下 1以下 5 I 1以下1以下1以下1以下5 1以下

b)濁 度 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下・1以下 1以下 1以下1以下1以下1以下l以下1以下

U)蒸発残留物 116 1u5 Ina 1503 I 301l15a 111s l122 Ins l115 199 l2a5 l142 l126 

嘉準外（不適）眉 区） ほ） H） (/)H) け）※ H) ※ k)※H)（日収）

房翡冨謡誓5 （ム）巳且 冒は）

0. 1| °. 081 °. 161 °. 4 | 1. 84| °. 21 °. 2 
11.11 23.4126.2120.s 114.8 I 24.411s.E 

こ 43 44 45 I 46 47 48 I 49 50 51 I 521 531 54 55 56 

H)アンモニャ性窒素 0.01 0.2 0.02 0.2 不 不 不 1. 4 不 不 不 不 Q.6 1.2 
（口）亜硝酸性窒素 不 不 不 0.12 0.001 Q.003 不 不 0.014 不 不 不 不 不
V)硝酸性窒素 0.02 不 5. 1 0.06 0. 05 1. o 0.06 不 0,026 0.1 0.1 0.9 不 不
仁塩素イオン 9.9 40.4 37.2 33.3 12.4 26.9 18.4 84.9 23.4 9.5 12.4 22 . 78.9 72. 9 

紺過マ ンムガ消ン費酸量 13.5 2,5 5. o 3.7 12.3 12.0 8. 8 11.0 8. 5 5.3 5.3 6.9 ll. 3 17.3 カリウ

rシ ァ ン 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
（卜）水 銀 不 不 不 不 不 不 不 、不 不 不 不 不 不 不
朗有 機 燐 不 不 不 不I 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
（リ） 銅 不 0.006 不 0.006 不 0.012 0.014 不 0.018 不 不 不 不 不
図 鉄 0.18 o. 14 0.8 o. 19 0.15 0.05 0.12 Q.05 Q.13 0.03 o.os 0.02 0.75 1. 65 
囮弗 素 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
（ワ1 鉛 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
伽 亜 鉛 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
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（ヨ）ク ロ ム ・不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
Iク）砒 素 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
似マ ン ガ ン 不 不 不 不 不 0.91 不 不 不 不 不 不 不 不
（ソ）フェノール 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
（ツ）硬 度 10.8 32.4 17. o 17. o 135.0 48.7 21. 6 48.7 86.6 92. o 10.8 140.8 48. 7 64.9 
困水素イオン濃度 6.8 7.4 6. 2 7.4 1.0 6.4 6.8 7. o 7.8 6. 9 6.6 5. 1 7.0 7. 2 
防臭 気 なし な し な しなし な し なし なしなし なしなし なし なし なし なし
(7) 味 なし なし な しなし なし なし なし なし なしなし なし なし なし なし
(~色 度 10 1以下 3 1以下 1以下 1以下 1以下11 1以下1以下 31以下13 30 
（ウ）濁 度 2 1以下 1以下 1以下 l•以下 1以下 1以下 1以下 1以下1以下 11以下1以下 6 
u)蒸発残留物 61239 240 197 74 163 112 257 99 169 56122 309 301 
基準外（不適）の 紺 ほ） H) （口） 姻 (1) （口）※ （ネ） 困 (1) 0) 
項 目 （ム） （口） けホ） （レ） 両 図 困
※はH)闘どちらか一 （ム） （ム） 図
方が検 されたもの （り

こ 号1-5-7 |58 |59 |60 |61]］：い~・ 64 I 65 I 66 I 67 I 68 I 69 I 10 

H)アンモニャ性窒素 不 不

（口）亜硝酸性窒素不 不

り 硝酸性窒素 1.2 0.04 

0.4 

不

不

0-41 49.0 不

不不不

不 0.04 不

不

不

不

不

不

不

不不 0.14 不 0.2 不

不不不 o.00110. 006 不

不 1 .421 o. 0211. o lo. 3 I o.'1 

44. 3!22. 3 123. o l19. 1 112. 7. I 18.'1 ⇔塩素イオン 14.81 8. 5 I 47. 8I 38. 614. 964 I 24. 11 24. 11 14. SI 

困弓ごゥンふ｀塁 ，．71 7-91 ll-01 7-9~ 23JI 8.81 8-81 7-21 9. 11 s.o 112.316-317-9 j 6.3 

（ベシアン不不不不不不不不不不不不不不

（卜）水 銀 不 不不不不不 不 不 不 不 不 不 不 不

田有機燐不不、不不不不 不不不不不不不不

（リ） 銅 0.006 不 0.002 不 0.01 不不不 0.02 不不不 0.008 不

図鉄・ 0.12I-o. 331 o. 2 I o. 21 2. 381 o. ooal o. ooal o. 01I 1. 7 l o. 26I o. 83!o. 21 l0.12 I o. u 
囮弗 素 不不不不不不 不 不 0.1 不不 o.014l0. 01 I o. 01 

（ワ） 鉛 不不不不不不不不不不不不不不

匈 亜 鉛不 不不不不不不 不 不 不 不 不 不 不

（ヨ ）クロム不不不不不不不不不不不不不不

位）砒 素不不 0.025 不不不不不不不不不不不

（日マンガン不不 1.16 不 8.16 不 不 不 不 不 不 不 不 不

（ソ）フェノール不不不不不不不不不不不不不不

（ツ）硬度 10.81 32. 41 s9. s I 21. 013-1~晶 21. ol 21. al 21. 61 54. 11 32. 4132. 41 48. 1/21. 01/ 43. 31 

困水素イオン濃度 6. 0 6. 6 7. 2 7.7 7. 0 5. 6 5. 6 5. 6 9. 6 5. 4 6.8 6. 2 6. 6 5.6 

紡 臭 気なしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなしなし

倒 味 なしなし な し な し ； 着 手 な しなしなしなしなしなしなしなしなし

（り色 度 1以下 2 112 I 1以下 24l 1以下 1以下 1以下20 l1以下1以下1以下1以下1以下

O)濁 度 1以下 1 I 1以下 1以下 sol 1以下 1以下 1以下 1以下1以下1以下1以下1以下1以下

U)蒸発残留物 69.I 82 I 264 l2u 110. 461la3 174 170 l16s 197 1164 1102 ls9 191 

基準外（不適）の (51.) 紺 U)H) ※H)(り（ウ）（ネ） （ネ） （ネ） (51.) は） K) （口）※（イ） （ネ）
項 目 （レ） ⇔（ツ）U) （ネ）姻（口）
※はH）（口）どちらかー （ム） 困回 （ム） は）
方が検出されたもの は）（ム）
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項～：＼＼： 71 72 73 74 75 

H)アンモニャ性窒素 不 不 不 不 不

（口）亜硝酸性窒素 不 不 不 不 不

り硝酸性窒素 0.4 不 0. 04 0.15 0.1 

⇔塩素イオン 12.0 12.05 12.76 18.7 53.8 

？ マンガン， 
紺 リウム消費 6.9 8.2 6.6 7.9 6.3 

t~シ ，ア ン 不 不 不 不 不

（卜）水 銀 不 不 不 不 不

朗有 楓 燐 不 不 不 不 不

（リ） 銅 o.ooa 』不 不 不 不

図 鉄 0.02 0.01 0. 05 0,015 Q.005 

•四弗 素 不 不 不 不 不

（ワ） 鉛 不 不 不 ・不 不

佑）亜 鉛 不 不 不 不 不

（ヨ）ク ロ ム 不 不 不 不 不

り）砒 素 不 不 不 不 Q.05 

囮マ．ン ガ ン 0.23 不 不 不 不

（ソ）フェノール 不 不 不 不 不

（ツ）硬 度 48.73 10.83 5.41 32.4 92.06 

困水素イオン濃度 4.8 6.Q 6.4 6. 8 7. 9 

紡 臭 気 なし なしな し な し なし

(7) 味 なしな しなしな しな し

囚 色 度 1以下 l以下 1以下 1以下 1以下

（ウ）濁 度 1以下 1以下 1以下 1以下 1以下

(I)蒸発残留物 114 87 131 107 232 

基準外（不適）の
項 目

困

房はは（口）どちらか一
が出されたもの

b 水道水定期検査

本検査は既設水道水を監視するという意味を込めて定

期的に行なっているもので，精密検査の項目の中で重要

と思われるものを数項目ヒ゜ックアップして行なっている

が，不適と判断されるものはなかつた。

c その他適否検査

この項に該当する検査は水道水，井戸水，流水，等を

問わず，飲用適か否かの意味で，重要と思われる10項目

について行なう検査である。

d 特殊成分検査

その都度必要と認められた項目について行なう検査で

水道，鉱業，工業，農業用水等の資料として依頼される

76 77178 79 80 81 82 基の総準外計 、

不` 不 不 0.2 不 不 4.02 2 

不 不 不 0.01 0.001 不 不 IC 

0.05 0.06 不 0.07 0.2 不 不

18.7 34. 3 58.5 45.7 13.8 12.7 248.22 2 

7.5 9.4 22.9 10. 1 6.3 .5.3 20.7 21 

不 不 検出 不 不 不 不 1 

不 不 不 不 不 不 不

不 不 不 不 不 不 不

不 不 不 不 不 不 不 1 

0.015 0.04 0.09 0.03 0.18 0.01 0. 81 1~ 

不 不 不 不 Q.09 Q.09 不

不 不 不 不 不 不 不 1 

不 不 不 不 不 不 不

不 不 不 不 不 不， 不

不 不 不 不 不 不 0.003 

不 不 5.43 1.ss 不 不 不 （ 

不 不 不 不 不 不 不

37.90 81.23 200.37 48.7 43. 324 21.6 1. 261. ， ヽ
811 

6. 8 6.4 7.3 6.9 5. 6 6.8 6.6 1( 

なし なしなし なし なし なし な食 し
な しなし なし なし なし なし を有塩す味 , ヽ

1以下 1以下10 8 6 1以下 12 公

＇ 1以下 1以下 1以下 1以下 5 1以下 25 ， 
101 164 359 260 89 44 5.076 ； 

紺 闘（ム） （口） 仁H）貶（ツ））(/) 

>
困

紺 腐 霜（日

こともあるし，検査項目も種々様々である。

(2) 食品試験

表 1に示したように昭和41年度には有料17件，無料（

行政検査） 132件，合計149件の食品試験が行なわれた。

その内訳を月別に，また品目別に，多少の説明を加えて

示すと，次のようである。

1月

焼シューマイ 2件

保存料である‘ノルビン酸の定量試験を行なったが， 1

件にはO.64'I /k'I,他の 1件には0.63'1/k'Iのソ）yビン酸

を検出した。

味付めんま 1件

これはラーメン等の具に用いられる支邦筍である。矢
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張り保存料であるデヒドロ酢酸の試験を行なったが，不

検出であった。

即席もち入りしるこ ．1件

1回分ずつ，あんともちを別々に包装したもので，そ

の各々についてソルビン酸の試験を行なった。あんから

は不検出であったが，もちでは約o.4'I／向のソルビン酸

を検出した。

2月

00コナミルク 2件

有害金属である砒素と鉛の試験を行ない，何れも不検

出であった。

3月

000ポロナソーセージ 1件

保存料の試験を行なったものである。ソルビン酸とし

て， 0．7269／均を検出したが，併せて発色剤の試験も行

ない，亜硝酸根として0.0007'I／印を検出した。これは

何れも使用基準量を下廻る量である。•

ヵ0000（醗酵乳） 1件

成分の規格検査で，無脂乳固形分の定量である。 12.5

％の結果が得られた。 • 

・瓶詰甘酒 3件

サリチル酸，デヒドロ酢酸，ソ．Jレビン酸， （何れも保

存料）の含有について試験したが，何れも不検出であっ

た。

食用色素 1件

これは食用色素原末を，澱粉で稀釈したものの，製品

検査である。有害金属は不検出であった。

4月

じゅんさい 1件

瓶詰に加工したもので，保存料の試験を行なった。水

の部分では，約0.5'1／均，・じゅんさいを水洗して行なっ

たものでは，約0.3'1／向の安息香酸を検出した。

6月

山菜類 7件

こゞみ，わらび，ほんな，じゅんさい等の瓶詰加工品

で， 7件中 1件にサリチル酸， 3件に安息香酸を検出し

た。

じゅんさい 2件

保存料の試験であるが，何れも不検出であった。

7月

じゅんさい 4件

保存料の試験，何れも不検出

食用色素

3月に行なったものと同様の製品検査である。

8月

各種食品 17件

夏期食品一斉取締りの際に行なった，保存料の検査で

ある。

菓子類． 11件中 2件，つけもの 2件中 1件，調味料

4件中2件，に夫々デハイヽ・ドロ酢酸を検出した。

10月

乳酸菌飲料 1件

製造販売をするに当たって，デハイドロ酢酸の添加量

を決めるために，定量を依頼されたものである。含有量

は0.04/J／均であった。

00かまぽこ 1件

-ABS （中性洗剤）の検査を依頼されたが，不検出で

あった。

11月

魚肉ねり製品 4件

ABSの検査で，何れも不検出であった。

00甘納豆 1件

原料の大豆を晒す為に用いた亜硫酸の残留量の定量試

験で， o.015'1／均の亜硫酸を検出した。

12月

000みそ 2件

保存料の検査で，・ 2件中 1件からソルビン酸'o239/均

を検出した。他の 1件には保存料を認めなかった。

食用色素 3件

3月に行なったものと同様の製品検査である。

蕗（塩蔵）， 1件

バハイドロ酢酸の試験を行なったが不検出であった。

(8) 薬品検査

a 血液比重測定用硫酸銅液献血血液センターで使

用する比重測定用硫酸銅液の比重測定である。

"ヽ
r
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b 医薬品

厚生省薬務局の通ちょうに基いて，県医務薬事課，並

びに県内各保健所の薬事鑑視員によって収去されたもの

9件についての検査である。

その他麻薬鑑定1件であった。

表3 温泉分析成績表

(4) 温泉分析

呻 41年度行なった温泉分析（中分析）は合計13件で

それらの成績を一括して表示すると表3のとおりである。

（昭和41年度）

温 泉 名 1落合温泉 1加茂温泉 1鷹ノ湯温泉 1金ケ崎温泉 I
湧 出 地 1能代市序畠鯰乎悶番地髯内認欝 雄宮勝字郡殿雄上勝1町の秋内の 男フ鹿沢地市戸内賀字石マ 北口秋字金田堀郡沢田代142町の早3 

試験年月日 |s. 41. 2. 10! s. 41. s. 9 s・. 41.. 6. 131 S. 41. 5. iO s. 41. 5. 6 

湧出量ば／ min)I I I j I 
泉 温 (•C) I 74.0 I 24. o • 79.0 I 49.s • I 21.o 

殆
あ過（備んにる考がつど欄無れ．え時色て） 澄間の明で 特殆た異ん酸な味ど鍼無を有色味す澄を明帯るでび。

殆んど無色澄明
殆だ鍼帯どf無昧びる並色。た澄び111l 明で

殆んど無色澄明

類褐経黄 百 に酸
性 状 を 涼味

を有

PH I 6.86 I 5.8 I 7.3 6.0 8.o 

比重 (20℃). | 1.01731 1.005671 1-00127 1.004041 1.0035( 

蒸発残留＄ j 
（町／ 29872.702 印35-311I 1860. 138 | 4701.0 l 4043.846 

｀ { ~) l 145. ooo | 35.500 l 110.000 l K+ 156.000 22.500 

Na+ （ク、 1 9776.9951 2070.799 375.000 1320.000 l 728. 149 

NH,+ { ") 100.000 1.928 

Ca2+ (") I 巫 6961 • 130.. 792 I 44.883 I 214.410 535. 3_10 

MgZ+ （ク） 119. 9'Z1 71.612 24.321 32.430 I 13.898 

Fe2+ (~) 5.531 I 1-954 0.04s I 2. 043 

Mn2+ （，，） o.soo I 0.422 0.10a I 0.206 I Q.554 

cu2+ (~) l o.1oa I 0.012 I 0. OO3 Q.003 Q.006 

Aが＋ t，，) | 52.5391 3.561 I 0.on | 48-830 I 28.996 

No3- tク） 1, 0.002 j I 0.119 

c £― l I/) 13260.9181 3268.951 I 666.554 I 2113. 118 | 1482-019 

Br― (，，) | 48. 617 | o. 686 I l 0.411 I 1-510 

J― l I/) I 80.3851 3.925 o.654 l 4-143 I Q.872 

F― (，，) | I I I 
so,ー（，，） 32-9221 153-5041 33.738 匁3-2651 992.650 

S2032ー（，，） I I I 
HC o3ーlI/) 5286.520 I 690.2051 99.350 808.476 56.686 
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HS_ (I/) I I I I | 

H Sio3ー（//) I 113. 529 I 0.131 I o.493 I 0.023 I Q.385 

AsOぷ（I/) I I I I I 
B02―(I/) | 2.740 I o.325 I o.253 I 0.009 I 0.176 

OH― (~) I I I I I 
N02ー（I/)I I I o.045 I I 
H PO,ゲ（,,,) I 0.4031 1.241 I I 0.03a I 
H2PO•—(,,) I 25. 3861 I I 0.388,j 

H B 02 (//) I 645, 8491 91.7061 21.655 I 87.603 I 29.623 

H2Si03C I/) I 0.1641 ll0.360 I 124.555 I 106. 051 | 18, 090 

HAS02(//) I I 0.022 I o.345 I o.345 I 
C 02 (I/) | 1754. 2961 1298. 867 I ll.962 I 774.004 I 1. 364 

H2 S (//) I I I I 
I 

色を呈し，微に月
I I 

備 考 濁する碍油臭
あり鍼 有する

含臭喜・ヨウ`I  含炭酸・食塩泉 弱食塩泉 弱食塩泉 含石膏弱食塩泉

泉 質 ホウ ・讐食 ‘ 

評和性張 （緩和性1氏張冷鉱 （緩和性低張高湿 （緩和性低張高淵 （緩和性低張微福
泉） 泉） 泉） 泉）

： 

温 泉 名 I 乳頭山荘 角 館混泉 1梅内温泉 滝ノ沢混泉

I 
雄勝郡皆瀕村国有 仙北［旦沢靡町詈誌麟館町西長I 闘亨郡ニッ井町梅 北秋田讐羹悶

湧 出 池地内 保内 ケ 2 筒ケ沢26 旦町字
1の 、

試験年月日 Is. 41. 6. 161 s. 41. 3. 3 I s. 41. 9. 131 S6 41. 9. 161 S. 41. 9. 19 

湧出即£ /min) I I I I | 
泉温 Cc) | 98.0 I 54.0 I 32.5 I 20.0 I 40.5 

殆ん水ど無素臭色澄明で 殆んど無色澄明
殆んど熊色澄明 1l 殆硫る化ん。水ど無素色臭澄を明行です

殆んど無色澄明
硫化 を有す

性 ・状 る。

PH I 9.0 I 6.0 I 9.6 I 9. 18 | 8.6 
ヽ | 1.000771 1. 000301 1. 001881 1.000431 比 重 (20℃) 1.00190 

蒸発残留嘉I 
914. 496 I I 2060. 126 I s20. 247 I （呵／ 38 1. 6 1247.325 

K+ (I，) 1 ・u.100 I s.609 I ・ 2.100 I 10. soo I 2.800 

Na+ (")  j 212. 400 I 23-390 I 2ao.ooo I 2so.ooo I 187.500 

NH4+ (，，，) 1 I 7. 714 I | I 
ca2+ （ク） 1 16.867 30.315 I 328.045 I 4.074 I 396.659 

Mg2+ （I/） | 1. 023 | 12. 518 | 1.390 I o.463 I 1. 853 

な
｀
嘉
凰
~
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F~2+ (,,) | 0. 288 1 0.094 I o.oso I 0.034 I - Q.016 

Mn2+ （ク） 1 0.011 I 1.1ao I I 0.010 0.030 

. cu2+ (~) I - o. om I 0.219 I 0.014 I I 0.010 

Aeい（//)I 52-559 I 21. 237 102.931 11.sog I 8,629 

N03―(，，) 1 i 0. 185 | 0.020 | I 
C,e― (//) I 244.653 I 10.638 81. 551 1 326.204 116.301 

Br― l ~) I I Q.400 ． I I 
J― しク） I o.423 I 0.600 0.21a I 0. 850. I 
F― ¥ I/) 1. 911 I 2.6001 o.soo I 0.600 

so,―(，，) | 131.529「 107.575 1235.255 I 11. 614 1 1140.476 

S20四，，） 1 7.754 I I 3.24~ I 
HCOパ~) I 365,724 I 231.350 707.2171 205.789 119.347 

HS― （，，） 2.001 I I 0. • 847 | 

HSiOa・＿．（ク） 1 9.433 I 0.046 19.a22, I 63.088 I 2.120 

Aso2-(//) I 0.m5 | 0.003 I o.ou 

B 02- (，，） I 12. 508 1 8.560 4.834 I a.427 I 3.700 

• OH― （ク） 1 0.110 I 0.680| 0.257 o.068 

N02―(•ク） 1 0.041 I - I.600 I I 
HP 0,2ー（~) I 0.019 I I 
H2POパク） l 0.01。1 0.281 

｀ 
I I 

H B 02 (//) I -21.335 I a.004 I 3.563 I 7.543 I 10.295 

恥iQ3l，，) | 47. 7fIJ I 149.188 I 25.180 1 • 21.104 I 29.134 

HAs02l，，） I 0. 140 1 | I I 0.065 

C O2 l ")・1 o.876 I 264.434 I 0. 427 | o.326 I 1. 985 

H心 l //) I 0.024 l | I o. Q(j] I 
備 考

COげ― I 
0.O061/19／塚 | I I 

泉 質 単（純緊温硫張泉化性）水低素張泉高 単（緩純温和泉温泉性）低張高 含（緩泉茫和）硝性•低石微膏泉温 単（鉱純緊硫張泉化）性水低素張泉冷 含（緩泉茫和）硝性・低石張膏泉温
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温 泉 名 鳩の湯温泉 I I下内沢温泉

湧 出 地 I 仙沢北字大郡深田沢沢国湖有町林田1字由利組郡々金津浦原町金浦1北忍秋昇下田郡内花沢矢27町林国珀

試験年 月日 |S.41. 9. 27 I S. 41. 10. 7 I S. 41. 9. 20 

湧出量(f/min)I | I 
泉 温 (•C) I 51.。1 38.。1 48. o 
性 状 停姦贋認悶手1雷悶魯厚茫，鍼1殆んど無色澄明

PH I 7.0 I 7.5 I 8. 8 

比重（20℃) 1.000241 1. 01502| 1.0004'.l 
蒸発残留物

, 533. 4~2 I 20895.155 I （叩／均）． 615. 711 

K+ （ク） 1 2.100 I • 388.ooo • I 1.300 

Na+ （，，） I - 126. 175 | 7248.861 I 185-000 

NH,+ (I/) I I 82.285 | 

ca2+ （ク） 1 如 59・・ | 329.048 I 25.586 

Mg2+ （，，） 1 a.927 I 52.396 I 2.185 

Fe2<- （ク） 1 o.ou I 2. 480 1 o.ooa 

Mn2+ (I/) I I I 
cu2+ （I/） | 0.032 I o.ooa I 0.001 

A.f 3+ (，，) | 29.278 I 39.184 I 1.264 

N03一＼,,)I I I 
C,e― (I/) 138. 282 | 11692.12。I 250. 702 

Br—· (，，) | I • 1.732 I Q.067 

J― (//) I • 9.519 I 0. 423 

F― ＼，，、 1 -1.000 I 0.291 I 0-261 

SO,ー（ク） 1 136.015 I s.101 I 57.452 

S 2032―l //) 8. 163 | I 
HC o3ーし ，， ） 1 -164. 1s1 I 1504.161 I 75.870 

HS― (//) I 19.305 I I 
HSiOバI/)I 0.224 I 1. 341 I 5.117 

As02ー（，，） I I 
B02ー（ク） 1 0.231 I 9.819 I 3,233 

OH― (//) I I 0.107 

N02―（I/)・ 1 I | 
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HP叶 (9) 1 | I 
H2POパI/) I | I 
HB02・（．//) I 39. 761 l 529.517 I 8.744 

H2SiQ3l//) I 88.986 I 21s.216 I 41.091 

HAs02＼//) I. I | 0.011 

CO2 tク） 1 39.605 I 114.334 I 0. 290 

H心 （ク） 1 21.857 1 I 
備 考 I I I 
泉 質|1！屁□|唱魯高張温 1]詈氏張高

(C)・ 母子衛生科の業務実績

1) モデル地区における調査研究

41年度は新たに五城目保健所管内の昭和町が指定さ

れ， 9月より実施された。

昭和町は前年度までの当科モデル地区であった鳥海

村とはその地域環境が対照的であり，前者は典型的な

農山村であるのに比し，後者は半都市半農の町であり

秋田市までバスで30分である。こうした地域における

母子衛生対策は，農山村とは異なった方式でとり組ま

なければならないが，初年度でもあり，その実態調査

の上，•その方策を定める意図のもとに，過去 8 カ年の

母子人口動態統計の整理ならびに，妊婦，母親，乳児

'3オ児検診を行なった。その概略は次のとおりであ

る。ー（詳細は42年度と合せて報告の予定）

表1 昭和41年度母子検診実施状況調

(9~3月）

実年 月 施日
受 診 結 果

種 別対象者受診者 受診率
異常なし 1要医療者 1要注意

摘 要

9 I乳 児l80 I 44 55 
19 I 10 15 I 9. 

9. 13 
妊 婦 42 21 50 17 4 I 

゜乳 児 87 55 64 28 
3 I 24 9. 20, 

妊 婦
乳

:1 言I3; I :~ I 16 | 9 I 10 10. 4 妊
乳

:1 86 I 48 ::. I 36 I 2 10 
• 10. 25・ 

妊 34 20 

11. _ 15 I: 児 62 I :~ I 37 19 2 2 

婦 21 48 
乳 児 42 18 43 12 1 5 

11. 22 
妊 婦 18 3 17 

I 乳・児 51 
2: I 45 19 I 1 3 

12. 6 妊婦 29 28 
乳 児 51 

2: I 43 I 16 I I 5 I 12. 20 
妊 婦 19 21 

1. 17 I :~ 児 61 I 26 I 42 
1~ I 

9 :  1 : 1 婦 4 I ． 
24 17 

1. 31 I: 児

92 1 3~ I ~: I ~I 1 

~ I 婦 1 
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2. 14 I: :1 56 30 1 21 I ` 38 I 1~ I ~ I 6 

3 10 .0 

2. 28 I: :1 ::I 1: I 70 I . 14 | ~ I 5.  

19 3 3 

3. 10 I: :1 :: I 3! I :-1 1: I ~ I 13 2 

3. 23 I! :1 :: I 2~ I 432 3 | 1: I ~ I 7 

5 

総 体に 婦I・ 118 I 65 I 55.08 I I. 50 I 
総 体1産 婦 211 I 155 I 73.45 I I 18 

総 体1乳 児 215 I 159 I 73.95 I I | 
表2 妊婦

大久保（町） 大久保（部落） 豊 II I 計

諸 1塁嚢 1割合 諸 I塁嚢 1割合 諸 諸 割合 諸 1:羹j割合

人 人 ％ 
高 血 圧 70 12 17.1 53 12 22.6 30 6 20.0 153 30 19. 6 

浮 腫 t+)、 68 21 30.9 46 7 15-2 27 8 29.6 141 36 25.S 

蛋 白 尿（＋）以上 68 13 19. 1 50 8 16.0 24 10 41.7 142 31 21.8 

糖 尿 19 3 15.8 26 2 7.7 15 5 33. 3 60 10 16..1 

全血比重 1051以下 20| 18 90.Q 28 24 85.7 18 16 88,9 66 58 87. g 

表3 産婦

大久保（町） ．大久保（部落） 豊 II I 計

諸 I塁嚢 1割合 諸 I塁羹 1割合 隷 I塁嚢 1割合 隷 諸 I割合

高 血 圧 74 23 ~31. 1 48 13 27.1 28 8 28.6 150 44 29. 3 

蛋 白 '尿 （＋）以上 73 22 30.1 47 13 27.7 28 7 25. o 148 42 28．4 

糖 尿 73 

゜
47 

゜
28 

゜
148 

゜全血比重 1051以下 60 22 36.7 44 17 38.6 27 10 37.o 131 49 37.4 

表4 乳 児

大 久 保 （町） 大 久 保 （部落）

I 
大

I 
中

I 
小

I 
大

I 
中

I 
小

--

1哭裟 I入数 1割合 1人数1割合 I人数 1割合 1突蒙 1人数 1割合 1人数 1割合 I人数 1割合

体 重 164 61 37.2 79 48.2 24 14. 6 109 41 37.6 38 34.9 ・ 30 27. 

男 身 長 161 51 31. 7 72 44. 8 38 23,6 103 14 13.6 49 47.6 40 38. 

胸 囲 159 54 34.0 76 47.8 29 18. 2 10 33 32.4. 37 36•• 3 32 31. 

体 重 175 90 51. 4 66 37.7 19 10. 9 91 41 45.l 35 38.5 15 16, 

女 I身 長 168 61 36.3 70 41.7 37 22.0 90 33 36.7 42 46. 7 15 16. 

胸 囲 166 63 38.0 74 44.6 29 17.4 89 36 40.4 41 46.1 12 13. 

，
 

しt笠
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•I I I 

J大 I 中 I 小 II 大 l 中 I 小

戻霰l人数 1割合人数 1割合 I人数 1割合 1哭蒙 l人数 割合 1人数 1割合 I人数l割合

:: ]日1 ::I口l]日：：］：：日□．1,

:I ::I ::: 

豊・ 計

42.1 

56.1 

59.1 

171 22.41 34 

121 18.11 32 

131 19. 71 321 

砥

位

砥

133149154 

2
3
2
-

位

狂

諏

158111113 

511 14. 

641 19. 

541 16. 

2) くる病の実態調査

本県くる病の実態を調査し，合せて安全かつ的確な

治療ならびに予防の方法を得たい目的で，県立中央病

院小児科と共同で行なった。

・ 検診には，一般診察の外に腕関節レントゲン撮影，

さらに血液生化学的検査でアルカリフォスファターゼ

P, Ca量を測定し早期発見につとめている。

一方くる病児にはビタミンD高単位 1回投与法を確

立し（検診の湯で直ちに投与の方式をとった）その成

果を検討中である。

季節変動も合せて42年度も継続の予定である。

表5 くる病検診実・施人員

男 児 女 児 計
町 村 名

検診数1有所見数 I % 検診数有所見数| % 検診数 1有所見数 I % 

昭 和 町 1 78 I 6 | 7.7 82 | 6 I 1.3 I 160 I 12 I- 7.5 

井 I I I 村 24 I 。|

゜
31 1 I 3.2 55 I 1 |. 1. 8 

飯田川町 1 11 I 1 I 5. 9 18 1 I 5. 6 | 35 J 2 j 5.7 
五城目町 55 I 5 | 9. 1 | 53 2 I 3.a I 10a I 7 I 6.5 

八郎潟町 I 21 I 1 I 4. 8 1 14 2 I u.3 35 I 3 I 8.6 

神 ．岡 町 1 89 I 6 | 6. 7 1 69 I 1 .I 1.4 I 158 | 7 | 4.4 
合 II I• 町 1 48 I 6 I 12.s I. 38 I 3 I 7.9 I 86 I 9 1. 10.5 

計 332 j 2s I 7.5 305 16 I 5. 2 637 I • 41 I 6.4 

3) 児童精神衛生に関すること

昨年3オ児精神発達スクリーニングテスト試案を作

成し，．プレテストとして保育所について行なった。

今年は，秋田，大館，鷹巣，角館保健所管内 9市町

村の3オ児検診の湯で実施した。詳細は後記調査研究

に記載。

4) 重症・心身障害児の実態調査

婦人児童課ならびに中央児童相談所に保管されてい

る心身障害児カードを中心にその実態を検討した。そ

の概略は調査研究に記載。

5) 衛生教育に関すること

本県母子衛生向上の目的で，保健所，市町村，各種

団体等に資料の提供，講習会，講演，相談等を行なっ

た。

＠講習会，講演

4月7日：婦人会館講習会「栄養について」

4月8日：全国婦人会議秋田県大会。アドパイザー

「進展する社会における婦人の役割」

4月27日：全県未亡人の集い（福祉課）

「子供の発達と栄養について」

4月28日：大曲保健所管内保健婦業務研修会

「未熟児について」
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5月19日：全県保健婦研修会

「本県母子衛生の現状」

5月28日：石脇保育所

「健康な子供を育てるために」

6月24日：下新城公民館

「不幸な子供をうまない運動について」

6月27日：全県保母研修会（福祉課）

「母子衛生の問題の 2,3について」

6月29日：雄和村母親教室

「母親の健康」

7月6日：鷹巣保健所管内公衆衛生大会

「秋田県の母子衛生」

7月17日：新生活協議会秋田県大会

「子供のしあわせを祈りつヽ」

8月3日：全県栄養士研修会

「不幸な子供と栄養問題」

8月6日：南秋田県青年大会

「母子衛生について」

8月9日：湯沢保健所管内公衆衛生大会

「不幸な子供をうまない運動」

8月23：花輪保健所管内公衆衛生大会

・ 休幸な子供をうまない運動」

9月7日：県北地区助産婦研修会（公衆衛生課）

「母子衛生について」

9月12日：十文字町婦人会

「婦人の健康」

9月24日：亀田公民館

「不幸な子供をうまない運動」

9月30日：角館保健所管内保健婦研修会

「3オ児の精神発達について」

11月25日：乳児死亡減少祝賀大会（県医師会）

「秋田県の乳児死亡の現状」

11月29日：本荘保健所管内公衆衛生大会

、 「不幸な子供をうまない運動」

12月15日：亀田保育所「子供の発育」

42月1月11日．．：全県婦人問題研究会

「不幸な子供をうまない運動」

1月12日：八竜町婦人学級

「農村婦人の健康」

2月6日：港北小学校PTA（秋田市教育委員会）

「子供の発育」

2月23日：外旭111公民館

「不幸な子供をうまないために」

④ラジオ，テレビ

4月5日： 「入学時の健康」 NHKラジオ

4月14日：「不幸な子供をうまないために」

ABSラジオ

5月10日：「つゆ時の食事」 ABSテレビ

5月12日： 「子供の事故」 ABSテレビ

5月12日： 「農繁期の健康」 •NHK ラジオ

5月26日：「発育と栄養」 ABSテレビ

6月8日： 「つゆ時の健康について」 NHKラジオ

7月26日： 「日光浴」 NHKテレビ

7月27日： 「日本脳炎」 ABSテレビ

7月26日： 「夏の健康を守る運動」 NHKラジオ

9月8日： 「寄生虫の話」 NHKラジオ

10月6日： 「農繁期の健康」 NHKラジオ

11月11日： 「農村婦人の健康」• NHKラジオ

12月9日： 「お酒と健康」 NHKラジオ

呼月9日：「胃がんについて」

2月8日： 「脳卒中について」 NHKラジオ

3月8日： 「受験期の健康」 NHKラジオ

3月23日： 「春先に多い子供の病気」 NHKテレビ

NHKラジオ

c原稿 ， 

1 健全育成の背景にあるものヽぁぎたヽ小児保健会

家庭の責任（社会教育課）第3部

3オ児検診についてヽ心の衛生ヽ 5号

4 秋田県の母子衛生県医師会

5 秋田県の成人病の主なる統計。

＠衛生教育用映画。カラー25分

題名、まき子ちゃんの食事、

農山村の若い母親が，家族と，周囲の温かい理解と

はげましで，無事離乳を完了する姿を撮ったもので

ある。

協力

公衆衛生課

秋田保健所

秋田市役所

2
 
3
 

島

都

谷

原

部

中

南

津

菅

阿

セ

イ

輝

県医師会

慶

素

ッ

ケ

男鹿保健所

6) 学会，その他

10月17日 全国小児精神神経学会（東京）

「3オ児検診の精神検査導入の試み」

国立公衆衛生院小児衛生学教室

船川幡夫先生モデル地区

工

雄

7月

•
し
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現地指導（由利郡鳥海村）

8月31日 児童巡回診療（県北地区）

（小西技師記）

(D) 環境衛生科の業務実績

昭和41年度1月から12月までの業務実績は次のとおり

である。

(1) 屎尿浄化槽放流水試験実績

昭和41年1月～12月まで，秋田市役所，能代市役所

表1 試験成績及び検査件数表

＼＼ 顎＼体種別
工 場 排

検査項目 ＼ 

水素イオン濃度 (PH) 6.9 

その他から依頼のあった屎尿浄化槽放流水，工場排水

下水道放流水等，検体4種， 13成分につき試験した成

績は表1に示すとおりである。

（昭和41年 1月～12月）．

水
浄化槽放流水

（下水道）含む

(I) 6.4 U6l 

浮 遊 物 質 I 48. OPP M(l) I 49.32 P PMUSl 

透 視 度 I 5度 (2) 

蒸 発 残 留 物 415ヽ5 P PM(2) 

灼 熱 減 量 I 221. 0 P p M(2) 

4時間酸素吸収量 13.1 P PM(3) 

生物学的酸素要求量 I 6.32P PM(l) 85.99 P PMil'l) 

アルブミノイド性窒素 I I ヽ

0,91 PPM(!) 

硝 酸 性 窒 素 I 117.0 P PM(2) 

塩 素 イ オ ン 0.02 P PM(2) 

溶 存 酸 素 I O. 24 P PM(2) 

アンモニア性窒素 I 5.24 P PM(2) 

・油 類 27.9 P PM(2) 

註 1. ( )の数字は検体数。 2. ( )の数字は 2以上PPMは平均値。

(2) B O D試験実験

昭和41年1月～12月まで，秋田工事々務所，その他

から依頼のあった検体についてBOD試験を行なった

が，成績は表2に示すとおりである。
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表2 B O D 試 験 件 数 降

（昭和41年1月～12月）

採水地名＼万＼別 I I JI ][ | w v | " IVil IVIII| 1X | x|双 I頂 1計

新 屋 I 1 I 1 I 41 I I l 21 21 21 11 11 14 

椿 II I I 1 I I 1 l | I I 2I 2I 2I 11 1I I 10 

能代市 I 2 I I 
・1 

| I I I I I I l 2 

秋 田市 1 I 141 I I I I I I I I I I 14 

大曲市 | I I 1 I 1 

計 4 1 15 1 5 I 4 4 4 31 2 41 

註 新屋。椿川。 24件は河川水

秋田市。能代市。 16件は下水道放流水

大曲市。 1件は屎尿消化槽

(3) 大気汚染（降下ばい塵，亜硫酸ガス）調査実績 の設饂した測定器具（デポジト・ゲージおよび酸化鉛法

秋田市について行なったのであるが，秋田市の人口は 円筒）は僅か 5組にすぎなかった。設置場所別，検査項

約21万， 5万世帯，面積は 458,89Km2であるが，本年度 目別，月別に示すと表3~7のとおりである。

表3 降下ば い じ ん 量 測 定 分 析 表 (t/Km2/月）測定地ー~衛生科学研究所

測定期間（昭和40年 9月～昭和41年 8月） 1カ年衛生科学研究所

月 別|9月I10月 In月I12月I1月l2 月ooo1I 3月|4月 l5 月 16月I7月|8月

貯 水 量 m.e | 11470110000|1687011666515995| 67800| 50001 700| 190001 28800| 7400 

p H I 5.91 5.91 6. 2| s. 11 5. 3| 5. ol 4.2I 4.61 6.ol 6. J 4.J 5. 1 

不 降下ば いじん総量 10. 421 5. 34110. 46113. 24I 5. 011 14. 531 gaJ 12. 101 11. 10I 25. 061 2a. sol a. 74 
溶

a. 21I。.101 。.061。.20I 。.081 。.301 。.og'o. 091 。.09[ 。.78[。.45I 。.08解 夕 ｝レ 分
性

2. 321 2. 011 1. 31J 3. 241 2. 841 7. 861 6. 88J s. 891 6. aal 4. 91[ 3. 041 4. 91 成 灰 分

分
タール分外可燃性物質 2. 581 。.661 。.971 。.671 1. 501 2. 441 1. 871 3. 78| 2. 86| 16. 721 20. 691 2. 28 

蒸発 残 留 物 5. 31| 2. 571 8. 121,. 131。.591 3-931。.981 2. 941 1. 271 2. 651 4. 321 L 47 
溶

3. 18 1. 2a[ 4. 471 s. 30 o. 3ol 3. ool o. s91 1. 961 。.29 2. 161 2. 671 。.4~
解

灰 分

2. 131 1. 291 3. 6~ 3. 831。.291 。.93| 。.391 。• 981 。.98l 。• 39| 1. 67| 。.98性
灼 熱 減 量

成 硫酸， イオン 0.99 0.781 1-651 。.87 o. 10I 。.9』1.611 。.211 。.421 1-13 1. 051 。.93
分 クロール，イ オン 2.76 1. 901 4. 461 4. 20 1. 551 。.98| 2. 5J。.291 。.09 1.57 1. 47|.0. 58 

カ）レシウム イオン 0.21 0.231 。.501 。.39 o.oal 。.391 。.3J。．091 。.04 0.461 。.431 。.19

"-

，
；
ぐ

9
9
,
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表4 降下 ば い じ ん 量 測 定 分析表 (t/Km2/月）測定地ー一秋田大学

測定期間（昭和40竿9月～昭和41竿8月） 1カ年衛生科学研究所

月

貯

別 | 9月 I10月 I11月 112月 I1月 12月|3月 I4月 15月 6月 17月□了丁―
水量 m( II,150[oooo:-15°°°I —□°56［咬00:800: 4000[9_oj:1~0凸560□100

5. 6| 6. 1 6. 4 - 6_._0 4. 71 4. 4 生6_6.2 4. 9 4. 6 -_ 5. 6 

降下ばいじん総量 I7.5o1 4. 801 12.191 -1 3-241 8. 541 6-771 9. 821 7. 271 13-471 23. 091 5-39 

ール分 1。.0071 。.131 。.0:21__ -I 。.061 。.091 。.0'.71。.091 。.071 。.781 。.8閾。． 05'

分 11. 47| 1. 281 1. 13 -1 。.731 1.961 4-911 3.931 3_9312.161 _5.01L~4 

タール分外可撚性物質 o. 4211 o. d 1. 401 -1 1. 861 1. 581 。.911 2-861 2. 881 7. 871 12. 70! 。.05

物 I5. 591 2. 571 9-641 -1 。.591.4.911 。.881 2.941 。.391・ 2-661 4. 521 2. 35 

分 I3. 821 1. 541 5. 781 -1 。.4ol 3.281 。.581 2. 061 。.131 1-271 3. 441 1. 37 

量 11. 171 1. 031 3. 86I - 0. 191. 631 。.291 。.981 o. 261 1. 391 1. 081 。.98

ン 1。.681 。.501 1. 38I _1 。.18 0. 981 1. 20I 。.861 。.201 1.131 。.761 。.64

ン I2. 641 1. 84! 5. 331 -1 2. 481 1. 961 。.291 。.881 。.061 。.981 1. 761 1. 17 

カルンウム，fオン 1。.18L_Q.Qll 。.35i」p.98_Q.0,l-o_._堕 0.141 。.20i__o.05] 。.251 。.09'

p H 

タ
一
灰

不

溶

解

性

成

分

溶＿蒸発残留

解
灰

性 灼 熱 減

成 硫 酸，イ オ

分 クローJレ，ィ オ

表5 降下ばいじん量測定分 析表 (t/Km勿月）測定地ーー北高等学校

測定期閻（昭和40年9月～昭和41年8月） 1カ年衛生科学研究所

月 別 I 9月 I10月j11月 I12月 I1月 12月 13月 14月 15月|6月 17月 18月

貯 水 旱旱 me  I 10ssol goool 147ool -1 57761100001 70001 4700 6201 170001 318001 6800 

P H j 6.4r 6. 41 7. 31 -1 6. 21 4.sl 5. 61 s. 1I 6. 1! 4.91 4.41 5.3 

不
降 下ば いじん総量 Is. 211 4. 961 a. s2I -l 12. 951 5. 201 6. d 8. 831 8. 74116. 01! 17. 88 4.11 

溶

分 1。.011 。.091 。.041 _1 。.03i。.011 。.091 。.191 。.071 。.391 。.821 。.07解 夕 ）レ
性

分 I1.20I 1.601 1.32I _1 。.831 1. 96[ 4. 91) 2. 941 4. 91) 2. 85[ 1. 861 1. 96 成 灰

分
タール分外可燃性物質 1 。.071 。.921 1.301 -1 3.041 。.291 。.891 1. 781 2. 881 11. ul u. rnl o. 91 

溶
蒸発残留物 I3-931 2. 351 6. 161 -1,.051 2.941 。.481 3. 92I 。.ssl 1. 661 4. 02¥ 1. 17 

分 I2. 671 1. 271 3. s1l -1 7.oo1 2.301 。.291 。.98[ 。.491 1. 371 2. 751 。.49
解

灰

性
灼 熱 城 量 I 1. 26[ 1. osl 2. 651 _1 2.051 。.641 。.191 2-941 。.391 。.291 1.21I 。.68

成 硫 酸， イオン 1 。.251 。.551 1. 371 -1 。.20! 。.981 。.861 。.801 。.421 。.88l 。.841 。.52

分 クロール，イ オン 12. 181 1.801 2. 181 _1 。.861 。.98l 1. 471 1. 271 。.agl2. 651 1. 761 。.58

カルシウム，イオン[。.251 。.211 。.351 -1 。.091 。.oglo.291 。.191 。.021 。.141 。.521 。.07
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表6 降下ばい じ ん 墓 測 定 分 析 表 (t/Km刃月）測定地ーー自治会館

測定期間（昭和40年9月～昭和41年8月） 1カ年衛生科学研究所

月 別 )g月 I10月） 11月 l12月 I1月 12月 |3月|4月 15月 6月 7月 18月

貯 水 墓 m( 1  108801 102001 154301 _1 5270 95001 8000| 40001 7501 16800! 266401 6650 

p H I 5. 6! 5. 31 5. g¥ _1 5. 41 3.91 3.31 5.41 6. 11 4. 81 4.51 4. 8 

不 降下ばいじん総量・ I7. 241 4. 2sl 1a. 461 -1 4. 491 10. 90! 7. 66110. ao) 7-96122. 61! 20. 041 s. 09 
溶

分 1。.021 。.081 。.041 -1 。.041 。.151 。.041 。.061 。.071 。.581 。.631 。.07解 夕 Jレ

性
分 1。.921 1.191 1.011 -1 。.681 3. 931 3. 931 5. 891 4-911 3: 441 1. 861 2. 94 成 灰

分
ター）レ分外可燃性物質 1 。.191 。.511 1-251 -1 2. d 1. 91! 2. 911 1. 911 1. 901 14. 05114. s1l 。.62

溶
蒸発残留物 I6. ul 2. 471 s. 161 -1 1. 3ol 4. 911 。.781 2. 941 1. osl 4-531 3. 041 1. 46 

分 I4. 2sl 1. 751 5. 22! _|。.62I 3.ool 。.491 2.26! 。.511 2. 471 2. 06! 。.88
解

灰

性
灼 熱 減 量 1 1. 831 。.721 2.941 -1 。.681 1.911 。.291 。.681 。.571 2-061 。.981 。.58

成 硫 酸，イオン 1 。.961 。.68 1.701 -1 1. d 1. 961 2. 42I 。.801 。.421 。.981 1. 371 。.64

分 クロール，イ オン） 3.481 1. 661 4. 561 -1 3. 181 1. 961 2. 551 。.981 。.091 1. 571 1. 27l 。.68

カルシウム，イオン l。.2sl 0.121 。.27l -1 。.101 。.291 。.391 。.191 。.061 。.091 。.431 。.07

表7 降下ばい じ ん 量 測 定 分 析 表 (t/Km2;月）測定地ー一ー南中学校

測定期間（昭和40年 9月～昭和41年8月） 1カ年衛生科学研究所

-‘¢ 

月 別 19月 10月 I11月j12月 I1月） 2月 13月|4月 15月 16月 17月|8月

貯 水 量 m.e | 106301 117501 150001 _1 4085 95001 65001 32001 530I I60001 264001 6400 

p H I 5.2] 5.2 6.21 _f 5.61 4. 11 4.21 4.51 5. 715. 61 4. 5| 5. 7 

不 降 下ばいじん総量 16.651 5.351 7.89) -1 3. 741 4. 511 4. 51) 5. as) 7. 25) 14. 431 n gal 6. ls 
溶

分 1。.231 。.091 。.061 _1 。.971 。.141 0.071 。.071 。.061 。.491 。.611 。.06解 夕 ）レ
性

分 I2.ul 1.251 。.881 _[。.661 1. 961 2. 941 2. 931 3-931 。.881 2. 161 3. 93 成 灰

分
ター）レ分外可燃性物質 1 。.371 1. 331 。.761 _j。.971 1. 431 o. 921。.931 。.92)10. 421 11. 681 。.63

溶
蒸 発 残 留 物 I3. 93! 2. 671 6-191 _1 1. 14i。.98! 。.581 1. 951 2. 341 2. 641 3. 53| 1. 56 

灰 分） 2．68) 1.77 4. 151 -1 1. ool o. 66[ o. 191 -L 211 。.581 1. 47j2. 261 。.09
解

灼熱減 最 I 1. 261 o. gol 2. 041 」。.141 。.32[ 。.391 。.681 1. 761 1. 171 1. 271 1. 47 性

硫酸，イオン 11.001 。.861 1.431 -1 。.871 。.981 1. 201 。.80l 。.421 。.191 。.601 。.69成

分 クロール，イ オン l 2. 451 1. 92! 3. s1I -1 1.nl 。.98| 1. 571 。.581 。.091 1. 571 2. 351 。.29

カルシウム，イオン 1。.19[ 。.12[ 。.26¥ _1 。.061 。.191 。.191 。.091 。.031 。.16l 。.431 。.19
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(4) 飲料水の特別調査実績

前年に引き続いて40年度は脳卒中死亡率の高い地区と

して金浦町，山内村，低率地区として仁賀保町，琴浜村

をとりあげ，現在飲料用に供している沢水，井水，上水

などについー調査し＇，死亡率との関連を検討した。

成績は研究篇にあげてあるが，地区および検体数をあ

(E) 食品栄養科の業務実績

昭和41年度も前年に引き続いて，主として食品（米，

および野菜のうちの山菜）について分析を行なった。こ

れらは何れも県民の食生活を豊かにしたい目的からであ

る。

1)山菜の栄養分析 CVB 1, V B 2) 実績

検体の種類カタコ，アザミ，ホンナ，アイコ，シドケ

ミズ，ウド，ノプキ，ミッパ，ニラ，ワラビ等11種類

昭和41年3月～ 6月の間に出廻ったものについて調査

研究詳細は「研究部」報告

、2)秋田県産水稲奨励品種玄米の成分について

（第3報）普通貯蔵米と低温貯蔵米の（玄米）活性度

と玄米白米の成分の径時変化

分析項目，活性度，水分，圧分，粗脂肪，粗蛋白，ヵ

4) 依頼検体（食品）検査実績

昭和41年1月～12月

げると次のとおりである。

金浦町 5 検体

仁賀保町 12 I/ 

山 内 村

琴浜村

17 // 

15 // 

（以上船木忠ー技師記）

ルシウム，燐，鉄， V.B1

9項目 検体の種類 3種類6検体分析期間昭和40年

11月～昭和41年 9月 (10カ月間）調査研究詳細は研究

部報告

3)秋田県産水稲奨励品種の栄養学的分析実績

秋田県産水稲奨励品種玄米の成分について（第4報）

豊作時と冷害時における玄米，白米の含有成分の変化

分析項目，水分，灰分，粗蛋白，粗脂肪，粗繊維，糖

質珪酸，カルシウム，鉄，燐，カロリー，検体採取地

域，秋田市仁井田，秋田県南秋田郡飯田川，秋田県由

利郡仁賀保町秋田県由利郡大内村，平鹿郡山内村の五

地域昭和39年収穫（豊作）と昭和41年（冷害）収穫の

玄米，白米について調査研究，詳細は研究部報告

~"'.i

:>rr,'.3~r 

•’’ t 

41年1月 ク 2 ク 3 ケ 4 ク 5 ケ 6 I/ 7 ク 8 ク ， ク 10 ク 11 ヶ 12 

息有無 有 無 有 無ま有無 有無 ・有 無 有無 有無

畠
有 無 有無

目料料 料 料 料料 料料 料料 料 料 料料 料料 料料 料籾
科

31 1 o | o 。1。o | 1 o | 2 ol。o | 1 o!。2 1。2 1。o |。 oi C 

1月（有）りんご 3種類，ビタミンC,カルシウム，

青菜，ビタミンC

4月 山菜，ビタミンC

5月牛乳，水分，脂肪

(F) 成人病科業務実績

昭和41年度成人病科で行なった業務は主として集団検

診であった。その概略を示すと次のとおりであるが，各

集団においても一応の実績がまとまったので，本誌研究

篇に示したとおりであるが，この事業に協力を惜しまな

かった地区の役場職員，•本荘並びに五城目保健所々長お

よび各職員，それに絶大な労力奉仕を喜んで引きうけら

れた大阪府立成人病センターの小町博士並びに各職員に

7月 米，水分，粗蛋白，粗脂肪，カルシウム，鉄

9月 強化米，ビタミンB1,B2 

10月 強化米，ビタミンB1,B2 

（以上宍戸技師記）

満腔の謝意を述べたい。

(I)由利郡における高血圧症調査実績（脳卒中後遺症）

由利町 5月7~9日，計80名

石沢地区 5月10~12日 計65名

(2)南秋井川村における高血圧症調査実績

井川村 11月4~11日，計 575名

検診項目—1．問診， 2．検尿（蛋白，糖）



ピ；

ヘ＇

ふ

3．血圧測定， 4．聴診， 5．心電図検査， 6．眼底検査（

眼底写真撮影）， 7．血清総コレステロ...,..)レ，総蛋白・

定量検査， 8．血液比重（硫酸銅法）。

（以上船木章悦，今野宏記）｀
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